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　そこでヽ、土着の神信仰と外

たXﾊ。

14鴛詔

ンター

　授
　哲雄

まれ。東jﾋ大インド哲
学科卒。大学院修了、
同大助教授、国立歴史

　
2
1
世
紀
ま
で
あ
と
三

年
。
住
専
間
題
に
は
じ
Ｉ

ま
る
金
融
不
安
、
早
期
一

解
決
が
迫
ら
れ
る
薬
害
一

エ
イ
ズ
、
老
人
介
護
な
一

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
。

山
積
し
て
い
る
。
世
界

に
目
を
向
け
れ
ば
、
依

然
と
し
て
続
く
民
族
・

地
域
紛
争
、
急
が
れ
る

難
民
救
済
な
ど
、
地
球

共
生
に
か
か
わ
る
重
大

な
問
題
の
解
決
も
提
起

さ
れ
、
情
報
化
、
国
際

化
時
代
と
。
い
わ
れ
る
な

か
で
日
本
の
姿
勢
と
立

場
が
間
わ
れ
て
い
る
。

　
今
年
7
2
目
を
迎
え
る

高
野
山
夏
季
大
学
（
毎

　
日
新
聞
社
、
総
本
山
金

　
剛
峯
寺
主
催
）
は
「
世

’
界
の
中
の
日
本
」
を
テ

Ｔ

‘
マ
に
８
月
２
日
か
ら

一
４
日
ま
で
、
高
野
山
太

一
師
教
会
本
部
大
講
堂
で

一
開
か
れ
る
。

Ｔ
講
師
陣
は
世
界
に
目

一
を
向
け
た
企
業
経
営
、

一
者
示
説
家
示
教
家
ヽ

皿
　
　
』

一
教
授
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

ー
の
ベ
テ
ラ
ン
俳
優
、
世

一
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

一
建
築
家
、
医
師
、
元
ブ
ロ

ー
野
球
監
督
な
ど
多
彩
な

一
８
人
・
講
演
の
趣
旨
を

‐
‐
紹
介
す
る
。
（
敬
称
略
）

かし､経営的にはなお　　　弧゛゛゛x　賑Uり苓躬Q･
厳しい赤字、これをど　　　Ｊ　　　略歴1933（昭和８）
う考える。　　　　
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年岡山県生まれ｡東大
　５．関空の開港7yヽ関西ii空港|法学部卒゜55年運輸省

いま大阪｀関西はどう株式･6‘社長入省｀ヽ鉄道’航空‘港
変わろうとしている
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湾局など運輸省め中枢
か。関空は、地域の活服部経″゜で勤務､運輸省官房長、

性{ﾋﾞと国際化に寄与する地域

共有の新しい紺塵。
　ｅ．全体構想の必寮性。滑
走路１本の国際空港の眼界は

　歴史は常に勝者によってつ
くられることが多く、敗者は
悪事を重ねたから滅ぼされた
という形で、時代の責任を負
わされ、消え去っていく運命
を担っている。　　　　Ｊｄ
　大化の改新という
と、とか＜僣上（せん
じょう）の振る舞いが

事務次官などを歴任。91年か
ら96年６月まで関西国際空港
株式会社代表取締役社長･航
空審議会委員。

　そして､母后･皇極天皇の弟
･軽童子を孝徳天皇として､中
大兄里子はその皇太子となっ
たというが、果たして教科書

したのだろうか。歴史
の裏側にある真相につ

　略歴1922（大正11）

年東京都生まれ｡戦後、
京都に移る。62年「欲

望の媒体」で作家デピ

多＜て､天皇を弑逆（し　　･沿　年東京都生まれ｡戦後、
いぎゃ＜）した悪逆の
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京都に移る。62年「欽

蘇我大臣家を滅ぼすべ　作　家　望の媒体」で作家デピ
く、中臣鎌子（後の藤

じ4;とし4Jユーo歴史、財閥史、

原鎌足）が、中大兄皇邦光史郎近未来など丹念な調査

子に近づいて画策、蘇我入鹿
大臣を斬殺（ざんさつ）、蘇
我蝦夷たちを滅ぼして、政治
の実権を取り戻し、大化の新
政を開いたといわれている。

支から見た日本史」（毎日

聞社）｡など三百余の著書。

二の人生を考える「セカン
ライフの会」代表。

朧
朧
隈

の他､二十歳の時に書き起こ
された三枚指帰や長安の都で
祖師恵果和尚に出会ったこと
。　について「御請来目録｣
回　並びに｢付法伝｣などの
嘸|　ご著述でたどることに
添U　したい。
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略歴1927(昭和２)

り1　年香川県生まれ4 48年

院住職。91年から総本
山金剛峯寺執行長、高
野山真言宗宗務総長、

点とされ、高野山を終着駅と

されたが、私の人生も奇しく
も、それに似ているこ､とが木

原撒でならない｡ただ、

それだけに大師の青年　　・
時代のご苦労も身に染

漣

みる思いである。　　　１

　ともすれば大師の偉
大性ばかりが謳(うた)
われている惑があり、
!9一Ξ9ぞ竺き警き「iii長

ているといえる。
新居祐政

ととはΓわ

la そのわか
･るも
･。。jd

－ススタディーと

極の親切」
家す。入道

｢究

ま;4.ツ､ｓめii岫』

といそｺた視点からも蜘
切匍よぴポランテＪ’

の意義の研究老ずすめ

゛一，1946(l咆1ﾒ

大師ご自身も入恵求法の旅
を「星を見て発ち星を見て宿

る」と中国･長安の都へと目指
され、九死に一生を得た体験

高野山学園、大阪査真学園理
事長｡著書に「心とすがた」、

毎日新聞社刊「宗教に聞く」

　（永六輔と対談）など。

を の４の５ヽ
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１

を納入。

曲昨年､寓野田真言宗が､いのち
をテーマ･こ歌劃一集した「いのち

の讃歌」２曲を発表する｡応募約14

んコーラスグループが合唱する。
　　「高野山宗教舞踊」現在、６
家元ある高野山宗教舞踊会の絹トｰ

金剛」「法や

を|支露する。
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